
■ビジネスに必要なもの■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 277号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：名栗の森・オフレコ例会  

 

名栗の森は、埼玉県飯能市の名栗湖に面する山林です。 

僕の住まいは横浜市なので、ＪＲの横浜線と八高線を乗り継いで、東京都を抜けて埼玉県まで行くことになりま

す。 

屋外なので３密になるわけでもないのですが、新型コロナウィルスの感染を考慮して、４，５，７月はリモート

開催をしてきました。 

幸い今年は、７月末まで梅雨が明けず、雨が続いたので、外出を諦めるのもさほど苦ではありませんでした。 

でも、８月に入って梅雨が明けた途端、毎日３５度を超える灼熱地獄の日々が続きます。 

そこで、８月の例会は一般参加を受け入れる募集告知を中断し、会員だけの秘密の例会に切り替えました。 

ただし、会員の同伴者なら参加できますので、ここでこっそりお知らせいたします。 

 

■８月例会 【沢あそび】 

日時：8/23(日) 10:00～14:30 

会場：保全山荘+名栗の森 

費用：会員関係者無料 

 

○タイムスケジュール（時間は目安で多少前後する場合があります） 

10時 山荘集合  定例会（松村） 

10時半発 山荘発→森へ 

11時〜 ［全員］ご神木へあいさつ 

11時半〜 「沢遊び」「自然遊び」活動時間 

13時〜 沢付近へ集合  昼食を食べながら交流 



14時 一旦山荘へ戻り解散 

 

なお、「沢遊び」や「自然遊び」の活動内容については、参加希望者にお伝えします。 

秘密の募集ですので、オフレコでお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：ビジネスに必要なもの 

 

ビジネスに必要なものとは、「ヒト、モノ、カネ、情報」のこと。 

それ自体が目的とは限らないが、無くてはならないものだ。 

それは、人が生きるために必要なもの、つまり「呼吸、睡眠、食事、排せつ」を思い起こせばわかる。 

普通の人なら決してこれらのために生きているわけではないが、たとえ一つでもできなくなれば生きてはいけな

い。 

だが、ここに挙げた 4つの必要は、地球上で暮らすからできるのであり、地球外で生きていけそうな場所は見当

たらない。 

つまり、呼吸のためには空気、睡眠のためには静寂、食事のためには食物、排せつのためには安全な場所が必要

だ。 

・ 

こうして考えると、ビジネスについても同じことが言える。 

ビジネスに必要な「ヒト、モノ、カネ、情報」を手に入れるためには、どうすればいいのかが分からなければ、

ビジネスに着手することすらできなくなる。 

だが、人間は今地球上だけにとどまらず、地中や宇宙へと活動範囲を広げている。 

宇宙服や酸素ボンベそして電子機器などを駆使して、自分に必要な環境をコンパクトにまとめ、どこででも生き

ていけるようになりつつある。 

たとえ必要なものがそろっていなくても、自分で生みだしたり調達できれば、新たなビジネスを生み出すことが

できるはず。 

・ 

先週、第 1期（全 4回）を終了した「地域起業の始め方」というオンラインセミナーは、まさにこの課題に挑む

チャレンジだった。 

ここで言う「地域」とは、「生きるための宇宙服」のような「小さな社会」のこと。 

大きな社会の課題を解決する会社を作るのでなく、課題そのものを生み出さない小さな社会＝地域を作ろうとい

う提案だ。 

課題解決という「終わり」でなく、課題を生まないという「永続」を目指すこのビジネスは、いかなる失敗や不

足も乗り越えなければ実現しない。 

このセミナーでは、「ヒト、モノ、カネ、情報」を「お金（カネ）、仲間（ヒト）、ノウハウ（モノ、情報）」の 3

つに分け、目的である地域が実現した時、ヒト、カネ、ノウハウ（モノ、情報）はどのようなものなのかを考え

て見た。 

・ 

まず、会社におけるカネ（お金）は価値の尺度、交換の媒介、貯蓄の手段などの役割を担っている。 

カネの出所は負債（他人から借りたカネ）と資本（あらかじめ自分のカネ）に分類できるが、いずれにせよ日銀

や政府が発行した「円」というカネを借りて使っている。 



だが、新たに作る地域が目指すのは、カネを生み出すことだ。 

そこでこのセミナーでは、地域が生み出す価値や地域で利用できるサービスと交換できるギフト券を発行し、地

域独自のカネを作り出す方法について考えた。・ 

次に、会社におけるヒト（人）は、人材のことで、雇用する労働者や取引相手の顧客を指す。 

もちろん全ての人が金銭関係でつながるわけではないが、損得勘定でつながる関係者たちだ。 

だが、新たに作る地域が目指すのは、関係者でなく当事者を生み出すことだ。 

そこでこのセミナーでは、地域を担う仲間を新しい家族として組織化し、家族が継承すべき願い＝遺言の作り方

について考えた。 

・ 

そして残りの資源、会社におけるモノと情報は、言い換えるとハードとソフトのことであり、ビジネスが生み出

す価値そのものの素材を指す。 

この素材を使って社会の課題を解決するのが会社の目的だとすれば、そのような課題を生み出さないようになる

ことが地域の目的だ。 

今回のセミナーでは、これを「ノウハウ」と呼んでいるが、解決すべき課題を生み続けるのでなく、課題自体を

生まないノウハウこそ地域が求める目的のはず。 

そこでこのセミナーでは、課題を解決し、その後も継続し続ける事例を参照しながら、永続するノウハウについ

て考えた。 

・ 

ビジネスとは営利や非営利を問わず、また組織形態を問わず、その事業目的を実現するための活動の総体をいう。

したがって僕はこれまで、「事業目的こそがビジネスをビジネス足らしめるものだ」と確信し、そのように説いて

きた。 

だが、僕が目的を優先する理由はもう一つあり、それは、目的をビジネスの終わりとしないこと。 

ビジネスが課題の解決を目指すということは、課題を解決できるビジネスを生み出すことだけでなく、課題を生

まない社会を作ることだと僕は考える。 

つまり、犯罪を無くすための警察が要らない社会を目指すのでなく、警察が犯罪を生まない仕組みを担う社会を

目指そうという意味だ。 

世界を一気に変えるのでなく、少しずつ、小さな地域から変えていきたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20200815/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）08/17 ■◎休業日 

 09-17時 ▲豊島園探検（練馬） 

（火）08/18 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（水）08/19 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（木）08/20 ■◎作業日 10-20時（笑恵館） 

 10-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）08/21 ■◎作業日 10-18時（自宅） 

   19-21時 △LRA実行委員会（横浜） 

（土）08/22 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）08/23 ■◎休業日 16-18時（笑恵館） 

 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ８月例会（飯能） 

   18-20時 ▲笑恵館入居者食事会（笑恵館） 

 

■その後の予定 

08/24 20-22時 ■地域起業の始め方 2_1（リモート） 

08/29 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/31 20-22時 ■地域起業の始め方 2_2（リモート） 

09/05 10-12時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/10 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/10 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/11 19-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

09/12 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/17 10-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 



http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


